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室
、
道
路
診
断
、
青
色
回
転

灯
自
動
車
に
よ
る
交
差
点
で

の
警
戒
、
交
通
安
全
施
設
の

整
備
、
Ｈ
Ｐ
や
防
災
無
線
、

看
板
等
に
よ
る
広
報
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
特
別
対
策

に
つ
い
て
は
警
察
と
の
連
携

を
密
に
し
、
自
治
会
連
合
会
、

交
通
安
全
母
の
会
、
交
通
安

全
協
会
等
多
く
の
団
体
の
積

極
的
な
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
。

質問
市
内
の
交
通
安
全
対
策

を
考
え
る
と
、
多
額
の
繰
越

金
が
あ
る
場
合
に
は
、
団
体

の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付

決
定
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
補

助
金
は
、
時
間
の
経
過
や
環

境
の
変
化
、
市
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
そ
の

目
的
や
公
益
性
、
効
果
・
必

要
性
な
ど
は
変
化
す
る
こ
と

か
ら
、
常
に
見
直
す
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質問
補
助
金

の
耐
震
へ
の
意
識
の
啓
発
を

進
め
る
と
共
に
、
支
援
策
と

し
て
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

補
助
金
等
の
拡
大
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。
震
災
に
つ
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
、

建
築
物
だ
け
で
な
く
、
道
路

や
河
川
及
び
公
園
な
ど
の
社

会
基
盤
の
整
備
を
行
い
な
が

ら
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

質問
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

質問
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

質問
西
部
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設

況
や
、
事
業
者
に
関
す
る
調

査
な
ど
も
必
要
に
な
る
。

　

本
市
に
は
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
対
象

施
設
が
数
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
効
率
的
に
事
務
を
進
め

る
た
め
、
関
連
す
る
い
く
つ

か
の
部
署
で
、
必
要
な
調
査

等
を
行
う
と
と
も
に
、
電
力

の
調
達
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
を
整
理
し
て
い
き
た

い
。

質問
新
斎
場
の
環
境
保
全

質問
市
の
電
力
購
入

し
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
か

ら
最
も
適
当
な
内
容
で
あ
る

と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
在
、
市
独
自

の
制
度
を
持
つ
べ
き
と
考
え
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
中

で
、
障
が
い
者
、
若
年
者
、

老
年
者
等
の
雇
用
に
関
す
る

評
価
項
目
に
つ
い
て
も
検
討

課
題
に
加
え
、
研
究
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質問
入
札
制
度
の
現
状
と
課
題

先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
市
民
か
ら
学
校
施

設
の
老
朽
化
に
対
す
る
意
見

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
財
政

も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

子
供
た
ち
の
安
全
と
教
育
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、

大
規
模
改
造
事
業
を
計
画
的

に
、
力
強
く
進
め
て
い
き
た

い
。

質問
生
活
守
り
経
済
活
性
化

質問
大
規
模
改
造
事
業

質問
重
伝
建
保
存
地
区

問
本
年
一
月
よ
り
七
月
末
ま

で
に
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

が
十
一
名
と
過
去
数
年
と
比

較
し
最
も
多
い
。
悲
惨
な
交

通
事
故
を
無
く
す
為
の
具
体

的
な
防
止
対
策
を
伺
い
た
い
。

答
市
民
部
長　

交
通
事
故
防

止
特
別
対
策
と
し
て
、
高
齢

者
・
交
差
点
・
自
転
車
の
事

故
防
止
と
事
故
発
生
情
報
の

積
極
的
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
児
童
等
の
高
齢

者
世
帯
訪
問
、
交
通
安
全
教

問
大
き
な
余
剰
金
を
持
つ
団

体
に
対
し
て
毎
年
決
ま
っ
た

額
の
補
助
金
を
交
付
す
る
の

は
考
え
も
の
だ
。
事
業
内
容

を
精
査
し
、
適
切
な
金
額
と

す
べ
き
と
考
え
る
。

答
政
策
財
政
部
長　

補
助
金

は
、
政
策
目
標
を
実
現
す
る

間
接
的
手
段
と
し
て
一
定
の

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
が
、
現
下
の
厳
し
い

財
政
状
況
や
補
助
金
交
付
が

財
政
的
な
支
援
で
あ
る
こ
と

問
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
も
っ
と
強
力
に
進
め
る
べ

き
だ
が
、
住
宅
マ
ン
シ
ョ
ン

等
の
耐
震
化
補
助
の
予
算
拡

大
や
施
策
の
充
実
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
市
長　

現
在
、
学
校
の
耐

震
化
を
優
先
し
て
行
っ
て
い

る
が
、
他
の
施
設
に
お
い
て

も
平
成
二
十
七
年
度
100
％
の

耐
震
化
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
。
ま
た
、
市
内
の
住
宅

の
耐
震
化
で
あ
る
が
、
市
民

問
随
意
契
約
で
の
電
力
購
入

を
、
入
札
に
よ
り
Ｐ
Ｐ
Ｓ

（
特
定
規
模
電
気
事
業
者
）

に
切
替
え
る
と
、
費
用
・
環

境
配
慮
等
の
面
か
ら
有
益
だ
。

Ｐ
Ｐ
Ｓ
に
対
す
る
考
え
は
？

答
総
務
部
長　

電
力
の
調
達

を
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
費

用
面
だ
け
で
な
く
、
本
市
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
考
え

方
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
先
進
自
治
体
の
状

問
市
独
自
の
総
合
評
価
方
式

制
度
を
導
入
す
る
際
、
障
が

い
者
雇
用
や
若
年
層
の
採
用

等
の
実
績
、
定
年
延
長
な
ど

地
域
の
雇
用
を
守
る
企
業
努

力
を
評
価
す
る
制
度
設
計
を
。

答
総
務
部
長　

市
の
総
合
評

価
方
式
の
試
行
に
当
た
り
、

県
の
制
度
を
準
用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
県
は
総
合
評
価

方
式
に
つ
い
て
豊
富
な
ノ
ウ

ハ
ウ
と
実
績
を
有
し
て
お
り
、

毎
年
、
制
度
の
評
価
・
見
直

問
大
規
模
改
造
に
多
額
の
事

業
費
が
必
要
だ
が
今
後
ど
う

取
り
組
む
の
か
市
長
の
見
解

を
問
う
。

答
市
長
※　

地
域
の
財
産
で

も
あ
る
学
校
施
設
は
、
児
童

生
徒
が
一
日
の
大
半
を
過
ご

す
「
学
び
舎
」
で
あ
り
、
安

全
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

施
設
の
機
能
改
善
を
図
り
、

教
育
環
境
の
質
的
な
向
上
が

重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
を
最
優

や
ま
ぶ
き
会	

若　

海　
　
　

保

民
主
党	

山　

木　

綾　

子

日
本
共
産
党	

川　

口　

知　

子

無
所
属	

川　

口　

啓　

介

民
主
党	

片　

野　

広　

隆

日
本
共
産
党	

本　

山　

修　

一

早
急
な
交
通
事
故
対
策
を
！

補
助
金
交
付
に
つ
い
て

住
宅
等
の
耐
震
化
策
の
充
実
を

市
は
Ｐ
Ｐ
Ｓ
を
ど
う
考
え
る
か

企
業
努
力
を
生
か
す
入
札
を
！

学
校
施
設
の
大
規
模
改
造
事
業
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▼�　

農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
第
十
二
条
第
二
号

の
規
定
に
よ
る
選
任
委
員

の
推
薦

　

次
の
議
員
が
農
業
委
員
会

委
員
の
被
推
薦
者
と
し
て
当

選
し
ま
し
た
。

�

大　

泉　

一　

夫

�

川　

口　

知　

子

�

久　

保　

啓　

一

�

小　

林　
　
　

薫

各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は

納
品
の
際
に
産
地
を
確
認
し
、

記
録
を
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
国
及
び
県
等
の

調
査
結
果
を
注
視
し
て
い
く

と
と
も
に
、
情
報
収
集
に
努

め
、
保
護
者
の
不
安
を
取
り

除
く
た
め
の
情
報
提
供
の
方

法
や
安
全
性
の
確
認
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質問
放
射
能
か
ら
健
康
を
守
る

質問
少
人
数
学
級

質問
小
畔
川
諸
問
題
パ
ー
ト
２

心
身
の
育
成
に
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
、
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
受
け
皿
と
し
て
、
公

園
の
果
た
す
役
割
は
大
変
大

き
な
も
の
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
特

色
の
あ
る
遊
具
等
を
設
置
す

る
な
ど
、
魅
力
あ
る
公
園
づ

く
り
に
向
け
努
力
し
て
い
き

た
い
。

質問
人
間
ら
し
く
働
け
る
雇
用

質問
高
階
地
域
の
公
園
の
拡
充

問
放
射
能
汚
染
の
影
響
が
大

き
い
子
ど
も
へ
の
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
が
、
学
校
給
食

の
食
材
は
調
査
や
産
地
の
公

表
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
学
校
教
育
部
長　

学
校
給

食
に
お
け
る
食
材
に
つ
い
て

は
、
川
越
産
を
中
心
に
地
場

産
物
の
使
用
に
努
め
て
い
る
。

　

学
校
給
食
に
お
い
て
は
、

国
及
び
県
等
に
お
け
る
調
査

結
果
等
の
情
報
収
集
、
食
材

の
安
全
確
保
に
努
め
て
お
り
、

問
高
階
地
域
の
公
園
の
遊
具

や
ト
イ
レ
を
充
実
し
魅
力
あ

る
公
園
づ
く
り
が
必
要
と
思

う
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
市
長
※　

高
階
地
区
の
公

園
で
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
は
、
二
十
ヶ
所
中
十
六

ヶ
所
と
な
っ
て
お
り
、
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
、
十
一
ヶ
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
子
供

た
ち
に
と
っ
て
、
屋
外
で
活

発
に
遊
ぶ
こ
と
は
、
健
全
な

日
本
共
産
党	

柿　

田　

有　

一

日
本
共
産
党	

今　

野　

英　

子

学
校
給
食
の
産
地
公
表
を

公
園
整
備
と
遊
具
の
充
実
を
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三浦邦彦議員に対する問責決議
　三浦邦彦議員は、自ら会長を務める霞ヶ関北自治会報「かほく」（平成23年4月25日発行
第527号）において、統一地方選挙の当選御礼を掲載した。更に、自らのホームページにお
いても、同様に当選御礼を掲載した。

　これらのことに対し、議会運営委員会として、
　　１　�霞ヶ関北自治会報「かほく」に当選御礼を掲載したことは、公職選挙法に 抵触す

る可能性があり、問題である。
　　２　�市の補助金が支払われている自治会の会報に、議員個人の私的な記事である 当選

御礼を掲載したことは、問題である。
　　３　�自らのホームページに、当選御礼を掲載したことは、公職選挙法に抵触する。

　以上のことを、会派の議会運営委員を通じ三浦邦彦議員に指摘をした。

　この指摘に対し、三浦邦彦議員は会派の議会運営委員を通じて、
　　１　�自治会報の記事は、副会長がやったこと。弁護士に相談したが、問題ないと言わ

れた。
　　２　�今回の自治会報については、自治会費は使っていない。
　　３　�ホームページに掲載したことは、私は知らなかった。
とし、全ての指摘を受け入れず、反省、謝罪の意向は示されなかった。

　しかし、その後の７月14日、選挙管理委員会から説明を求められると、自治会報「かほ
く」の件及びホームページの件、ともに事実関係を認め、更に三浦邦彦議員自身が、法に
抵触していることについても、認識していることを表明。その際の三浦邦彦議員の説明では、
「自分の子どもは弁護士をしていて、確認したら違反になると言われた」と説明した。この
説明に対し選挙管理委員会は、「かほく」、ホームページとも法第178条に抵触していること
から、口頭で厳重注意を行うとともに、今後の選挙運動、政治活動に対して法を遵守する
よう指導を行った。これを受け三浦邦彦議員は、「反省している、今後は注意する」と反省
の弁を述べた。

　議会運営委員会は、これらの選挙管理委員会での経過を踏まえ、議会運営委員を通じて
三浦邦彦議員に対し、
　　１　�「かほく」の掲載記事、ホームページの掲載記事ともに、公職選挙法に抵触し、 問

題があったこと。
　　２　�議会運営委員会に対し、選挙管理委員会と異なる説明を行い、議会運営委員会 を

侮辱したこと。
　　３　�5月25日に議会運営委員会において問題提起がされて以降、長期間にわたり三浦邦

彦議員の問題により、多くの時間を費やさざるを得なかったこと。
　などに対し、書面での反省、謝罪を求めたが、結果として書面の提出はされなかった。

　このように、三浦邦彦議員は市議会議員としての資質を問わざるを得ない行動や、議会、
議会運営委員会を侮辱、混乱せしめた責任は誠に重大であります。よって、川越市議会は
三浦邦彦議員の問責を決議し、職を辞することを含めた反省を強く求めるものであります。

　右決議する。� 平成23年9月22日　　川　越　市　議　会　


